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ましたから，とても競争の烈しい当時の政治界では，頭のあがる見込みはないと覚りました
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。志を当
世に得ざれば，退いて辞を修め，道を明かにすと云うような心底で，自身も初めから学問の方へ入る
のが性質に適っているように思っておりましたから，自由党，改進党，或は其頃嚶鳴社などの連中か
ら種々誘引を受けましたが，何れにも加わらず一番他の方面に於て学者になろうと云う目的で居った
のであります。左様している中にも，私は新聞事業に少なからぬ趣味を持って来ましたから，遂に新
聞に入ることになったのであります51。（傍点，引用者）
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『東京輿論新誌』で盛んに「政治」を論じ，しばしば演説会にも登場していた「黒岩大」だった。
だが，涙香はそのまま政界に入る道は選ばなかったのである。『東京輿論新誌』の主宰者，大岡育
造をはじめ，先に名前の出た島田三郎，肥塚龍はみな後に衆議院議員になっている。
涙香は大変な「負けず嫌い」だったという。『萬朝報』の社員たちに常々「何事を為すにも第一
番になれ。第一番になれぬとも第二番に落ちてはならぬ」と語っていたという52。引用した文章の
傍点を付した部分は涙香のホンネだったと見ていいだろう。
こうして涙香は新聞人の道を選んでいく。しかし，新聞人涙香のスタートに筆を進める前に筆禍
事件のその後を述べておかなくてはならない。
重禁錮とはいえ16日の短期の刑である。検察当局は本気で涙香の所在を探さなかったのだろう。
大審院の判決は差し戻しで，事件は横浜軽罪裁判所で改めて審理され，有罪判決が出たらしい。ど
うして東京軽罪裁判所でなく，横浜だったのか分からないが，欠席裁判での有罪判決が執行され，
涙香が横浜・戸部にあった刑務所に収監されるのは，1883年も押し詰まったころだったと思われる。
刑務所では短い期間だったが，道路工事に使役されるなど厳しい体験をしたという53。
これ以前，1882年11月，涙香は漆間真学らとともに東洋出版会社を設立し，『同盟改進新聞』を
創刊している。新聞人涙香の人生はここから始まった。しかし，順風満帆とまでは言えないとして
も文筆家・翻訳家として順調に地歩を固めつつあった涙香の人生はこのあたりから暗転して行く。
『同盟改進新聞』は売れ行き不振でわずか45号で廃刊となる。この後，『日本たいむす』『今日新
聞』『絵入自由新聞』で論説を執筆するが，経済的にはかなり困窮していたという。脚気で数カ月
の療養生活を余儀なくされたのもこの時期だった54。頼りの姉為子や養父直方は，生業に就こうと
しない涙香に腹を立て，金銭的な補助を打ち切っていた55。
1887年10月，『今日新聞』に連載した「法廷の美人」（ヒュー・コンウェイ“Dark Days”の翻
訳）56が評判になったのをきっかけにして翻訳・翻案小説の書き手として「売れる作家」になるの
はもうしばらく先の話である。
そして，涙香の名前を不朽にしたに違いない『萬朝報』創刊は1892年11月１日。まだ数年のと
きがあった。『萬朝報』は，涙香の手になる「発刊の辞」の冒頭で，次のように宣言した。
目的　萬朝報は何が為に発刊するや，他なし普通一般の多数民人に一目能
よく
時勢を知るの便利を得せし
めん為のみ。
「普通一般の多数民人」とは，つまりは「大衆読者」である。涙香は新聞が大衆読者に向けた
「商品」であることを初めて自覚的に意識し，そのことをまさに大衆読者に向けて言明した新聞人
だった。だが，新聞人涙香は生まれるべくして生まれたわけではなかった。
先祖は長宗我部氏に最後まで抵抗した忠節の武人だった。身近には幕末・維新の激動期を生きた
養父にして叔父がロール・モデルとして存在した。「誇り高き郷士」の家に生まれ，あふれるばか
りの自尊心を抱いて，明治の東京に出た青年は，「黒岩大」と名乗った。だが，若き論説記者はデ
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ビュー間もなく筆禍に遭遇し，短期間とはいえ刑務所での厳しい労働も余儀なくされた。そして，
困窮生活と病気療養が続いた。そうした経験の中で，我一人高しとして尊大にも「大」を名乗って
いた青年の中に回心が生まれた。それは「高知県士族」も「大」も捨てることから始まっただろう。
1887年12月24日の『絵入自由新聞』に私たちは次の広告を見いだすことができる。
広告す　私事是まで大と申す名前を用ひ居候所此度都合に依り幼名周六に復し候
札幌県平民57　右の黒岩周六
1 もっとも浩瀚なものとしては，伊藤秀雄『黒岩涙香―探偵小説の元祖』（三一書房，1988年）がある。
また鶴見俊輔「黒岩涙香」（初出は『二十世紀を動かした人びと　第八巻　大衆芸術家の肖像』講談社，
1963年。以下，本論文で参照するのは，『限界芸術』講談社学術文庫，1976年，所収）がユニークな視点
からの評伝として知られる。なお，涙香の本名は周六で，涙香以外にも多くの筆名・号を用いた。涙香は
後年，主に翻訳や翻案小説を書く際に使用した筆名だが，本稿では特に必要がある以外は涙香を使う。
2 土屋礼子編著『近代日本メディア人物誌―創始者・経営者編』（ミネルヴァ書房，2009年）。取り上
げた人物について冒頭で短く紹介することになっていた。
『萬朝報』創刊号「発刊の辞」
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3 趙景達・原田敬一・村田雄二郎・安田常雄編『講座　東アジアの知識人　第２巻　近代国家の形成　日
清戦争～韓国併合・辛亥革命』（有志舎，2013年）所収。原田論文は同書246～262頁。
4 『スキャンダルの明治―国民国家を創るためのレッスン』（ちくま新書，1997年）。
5 近年のものとして，「『スキャンダル』を売る新聞―再考『萬朝報』の相馬事件報道」『メディア史研
究』第31号（メディア史研究会編，2012年）がある。
6 本稿は，文字通り「小伝」に過ぎなかった前掲『近代日本メディア人物誌―創始者・経営者編』所収
の拙稿の主として前半部分を，涙香の包括的評伝執筆に向けて全面的に書き直したものである。
7 以下，土佐藩の郷士については，平尾道雄『土佐藩』（吉川弘文館，1965年）41～8頁，荻慎一郎ほか
『高知県の歴史』（山川出版社，2001年）189～190 頁参照。
8 黒岩涙香の死後，彼の遺徳を慕う人々によって「涙香会」が組織された。『黒岩涙香』は，その涙香会
が涙香の3周忌を機に編纂した。「先生自ら語る」「諸名士の談話」「先生と余技」「会員の見たる先生」「黒
岩涙香先生略年譜」で構成されており，「黒岩涙香伝」の基本文献の一つである。前田耕作の文章は同書
913～924頁。以下に記す涙香の出自については，前掲，伊藤秀雄『黒岩涙香』をはじめ各種の涙香の伝
記に記されている。出典はすべてこの前田の文章である。なお，伊藤は，この出典を明記しているが，前
掲，鶴見俊輔「黒岩涙香」はまったく参照文献を示さないまま，前田の著作にしたがって記述しており，
著述家の倫理として問題を感じる。
9 前掲，涙香会編『黒岩涙香』916頁。引用に際して旧漢字は常用漢字に，旧カナ遣いは現代カナ遣いに
改め，適宜句読点を補った（以下，引用に際して同様）。
10 『東京朝日新聞』1902年４月15日などには「内科外科診察　黒岩徳明」の広告が掲載されている。
11 『日本外科学会誌』1908年７月号に，黒岩徳明「射創性動脈瘤について」が掲載されている。
12 母信子は，涙香には叔父にあたる尚輔の次女である。つまり，涙香の両親はいとこ婚だった。ちなみに，
信子の兄慶介は江戸に出て浅田飴で有名な浅田宗伯の弟子となり，静山と号する医者になった。
13 前掲，涙香会編『黒岩涙香』918頁。
14 前掲，伊藤秀雄『黒岩涙香』21～22頁。出典は，鈴木たま（珠）述・鈴木勉記「黒岩涙香外伝」（『別
冊・幻影城　黒岩涙香』1972年）。なお，証言者の鈴木たまについて，伊藤は本文に記したように「涙香
の姪といわれる」という曖昧な説明をしているが，彼女はたしかに涙香にかかわる「謎の女性」と言えな
いこともない。戸籍的には涙香の最初の妻真砂子の母鈴木ますの兄鈴木亀吉の庶子（母不詳）ということ
になっている。「涙香の姪」はここに由来するわけだが，浩瀚な涙香伝をものした伊藤が「……といわれ
る」と口ごもっている理由は，「不詳」とされる母を鈴木ますとする推測が有力だからだろう。鈴木ます
と涙香との関係は明らかではないが，異色の評伝『探偵実話　黒岩涙香』（リブロポート，1992年）を書
いたいいだももは，たまを涙香とますの間に生まれた子どもとの推理を述べている（同書343～4頁）。
15 涙香の長姉為子（次姉雅子は夭折）は，藩主山内容堂の典医秦呑舟に嫁いだ。為子は早くからキリスト
教に入信し，その影響で夫の呑舟もキリスト教徒になる。呑舟は明治期になって東京・銀座で医院を開業
し，後に千葉県大貫村（現・南房総市）に移る。為子と呑舟はキリスト教の布教に努めるとともに医療に
乏しかった地域医療に尽力した。
16 岡直樹『偉人涙香―黒岩涙香とゆかりの人びと』（土佐文化資料調査研究会，1970年）11～12頁。
17 前掲書における岡の探索によると，黒岩越前の直系はむしろ黒岩藤之進の家だったようだ。前掲書107
頁以降に「黒岩藤之進（直方養父）家系届書」（出典は不明）が収録されていて，「元祖　黒岩越前」の後，
「二代　掃部之亮直成　右越前の長男」とある。その意味では，直方の養子となった涙香は「黒岩越前の
直系」としての意識を持つことになったわけである。涙香のその後の行き方に大きな影響を与えた養父直
方の生涯にも「黒岩越前の直系」としての意識が濃厚に漂っていることは後の本文でふれる。なお，文政
年間（1818年～1830年）の安芸郡内の「郷士名籍録」には17人の郷士が名前を連ねていて，黒岩藤之進
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はその筆頭に登場する。石高は17石740合（安芸市史編纂委員会編『安芸市史　概説編』安芸市，1976年）
85～86頁。黒岩市郎やその父の源助の名前は，ここにはない。
18 前掲，岡『偉人涙香』12頁。
19 黒岩市郎の履歴について各種文献は，やはり前掲，涙香会編『黒岩涙香』所収の前田耕作の稿によって
いる（同書919頁）。「大蔵省に出仕」という点に関しては，国立公文書館所蔵の明治初期の「官員録」類
を精査したが，黒岩市郎の名前を見出していない。
20 以下，黒岩直方に関しては，本文でもふれた『維新土佐勤王史』（瑞山会編，冨山房，1912年）を適録
している前掲，岡『偉人涙香』による（同書115～132頁）。
21 前掲，伊藤『黒岩涙香』23頁。
22 前掲，涙香会編『黒岩涙香』920～21頁。
23 前掲，涙香会編『黒岩涙香』921頁。
24 この塾についても森沢沮なる人物についても手掛かりはない。平尾道雄『土佐藩』（吉川弘文館，1965
年）が幕末から明治初期にあった土佐藩内の私塾一覧を載せている（90頁）。そこには19の私塾が主宰者
名とともに掲載されているが，森沢沮や森沢塾はない。
25 前掲，涙香会編『黒岩涙香』922～23頁に全文が収録されている。
26 「所適」については，山本秀樹が「ムネユキ」とルビをふって，涙香の「諱
いみな
」としている（前掲，涙香
会編『黒岩涙香』764頁）が，これ以外に「所適」を目にしていない。
27 前掲，鶴見『限界芸術』91頁。
28 この事件に関しては，福地惇「立志社の挙兵計画について」（『日本歴史』吉川弘文館　1992年2月号），
大島太郎「立志社・陸奥宗光ら陰謀事件―壮大な夢と現実」『日本政治裁判史録　明治・前』（第一法規，
1968年）参照。立志社関係者以外に，元老院議官だった陸奥宗光も逮捕された。
29 「専門学校」と称していたが，1903年の専門学校令による専門学校（旧制専門学校）とは違って，特に
入学資格があったわけではない。旧制専門学校は旧制中学を終えた学生を対象にした高等教育機関。
30 前掲，涙香会編『黒岩涙香』522頁。なお「黒岩大」の「大」は一時期，涙香が筆名にしていたものだ
が，この時期はまだ使っていない可能性が強い。團琢磨が「黒岩大」としているのは，記憶違いというよ
りも，「黒岩大」として登場した時期のことが刷り込まれていたためだろう。
31 前掲，涙香会編『黒岩涙香』870頁。都筑孝介は「余は先生に近侍した七年間」と記しており，記述内
容から主として実業面で涙香に関係した人物のようだ。
32 前掲，涙香会編『黒岩涙香』870頁。
33 前掲，涙香会編『黒岩涙香』766～67頁。
34 コレラについては，見市雅俊『コレラの世界史』（晶文社，1994年），同『青い恐怖　白い街―コレ
ラ流行と近代ヨーロッパ』，山本俊一『日本コレラ史』（東京大学出版会，1982年）参照。明治期のコレ
ラについての研究も少なくない。拙稿「コレラと民衆」（『文明開化と民衆―近代日本精神史断章』新評
論，1993年，所収）は，この時期のコレラ流行について民衆精神史の視点から分析したものである。
35 前掲，伊藤『黒岩涙香』35頁。出典は，1926年11月の『探偵趣味』に掲載された田中早苗の文章。田
中は海外の探偵小説の翻訳を多くした翻訳家。
36 涙香が上京して間もない1879年８月19日の『読売新聞』に，成立学舎が正則科生徒に欠員があるので
補欠として60人の入学を許可するという広告が掲載されている。涙香はこれに応募して入学した可能性
が高い。なお，この場合の「正則科」は「漢文」ということではなく，補習科に対するものだろう。
37 福澤研究センター編『慶應義塾入社帳　第二巻』（慶應義塾，1986年）406頁。
38 漆間真学「侠気と熱心とで一貫」（前掲，涙香会編『黒岩涙香』486～7頁）。
39 当時の東京でいかに演説会が盛んであったかについては，稲田雅洋『自由民権の文化史―新しい政治
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文化の誕生』（筑摩書房，2000年）が詳細なデータを作成している（同書318～9頁）。1881年７月31日か
ら10月10日まで期間，『報知』『毎日』『朝野』『東京日日』の各新聞に掲載された主要な演説会の予告を
まとめたもので，この短い間になんと38もの演説会が開かれている。２日に１回以上の頻度である。浅
草井生村楼，柳橋万八楼，明治会堂などが会場になっている。
40 嚶鳴社討論会は，前掲，稲田『自由民権の文化史』所載の期間中には，柳橋万八楼で２回開かれている。
41 前掲，涙香会編『黒岩涙香』585頁。
42 前掲，伊藤『黒岩涙香』39～40頁による。
43 前掲，稲田『自由民権の文化史』280頁。稲田は黒岩が訳語に苦労した状況やおそらく原書にはなかっ
た点を書き加えていることも指摘している。後者では，例えば，外国の言葉を訳すときには，まずそれが
旧来の言葉にないかどうかを吟味して，やむを得ず新語を作るときは，あくまでも漢字を採用すべきであ
ると，「漢字」の大切さを説いているという。『雄弁美辞法』は国立国会図書館近代デジタルライブラリー
で読むことができる。私は訳語にいろいろ苦労している点はたしかにうかがえるものの，全体として読み
やすい日本語になっている感じがした。涙香の翻訳家としての力量は，この処女作でも発揮されている。
44 『明治文学全集　47　黒岩涙香集』（筑摩書房，1971年）所収。前掲，涙香会編『黒岩涙香』所収の「略
年譜」をベースにしたものだが，独自の研究・調査によって大幅に内容が拡充している。
45 高松敏男「若き黒岩涙香（周六）の出発―『東京輿論新誌』時代をめぐって」『大阪府立図書館紀要
　第八号』（大阪府立図書館，1972年）62頁。
46 「美輪壮夫」以外には，「杉崎玉山」がたびたび登場している。なかなかに筆が立つ。しかし，この人物
は杉山藤太郎で，涙香と同じように編輯局に採用されたことが「雑報」に掲載されているので「候補」か
らは外れる。
47 「美輪壮夫」の投書のテーマは，まさしく「政治」であり，「政治家」である。「政党ノ樹立」「雷同民権
家果シテ悪ム可カ」「立法者ノ注意」「政治家ハ定見ヲ要ス」といったタイトルがそれを示している。自由
民権を推進する立場からの論説であることは明らかだが，68号に掲載された「改進保守ノ別ヲ論ズ」を
読むと，改進保守双方とも「幸福」を目的にしているのだが，改進主義は「将来の幸福」，保守主義は
「現在の幸福」をそれぞれ目的としてところに違いがあると指摘して，急進的な主張はしていない。文章
は平易で分かりやすい。
48 この社説は，前掲『明治文学全集47　黒岩涙香』に収録されている（349～351頁）。
49 前掲，涙香会編『黒岩涙香』585～86頁。この回顧談のタイトルが「黒田清盛で筆禍」となっている。
弁護士でもあった大岡はこの事件で涙香の弁護に当たっているのに，この記憶違いはどうしたことだろう
か。「黒田清盛」はむろん黒田清隆をもじったもので，黒田清隆の強引さを平清盛に重ねた皮肉である。
当時，涙香が『東京輿論新誌』編輯局内でこういう言い方をしていたことが大岡の記憶に強く残っていた
のかもしれない。
50 大岡の回顧談に「輿論社から君が米人カツケン・ボスの美辞学を翻訳したのを出版して，是には堀口昇
氏の序文などがあって頗る売行いた。君は文章に於ても亦当時から非凡の手腕があったことを認められて
いた」とある（前掲，涙香会編『黒岩涙香』586頁）。なお，「堀口昇氏の序文」は大岡の記憶違いで，序
文は末広重恭，堀口は校閲として名前が出ている。
51 「余が新聞に志した動機」（前掲，涙香会編『黒岩涙香』9頁。
52 三宅碩夫「二番に落ちるな」（前掲，涙香会編『黒岩涙香』500頁。
53 この時期から18892年の『萬朝報』創刊に至る涙香については，曾我部一紅「黒岩先生と余」（前掲，
涙香会編『黒岩涙香』771～796頁）がくわしい。曾我部は，涙香が新聞人としてのスタートを切った『同
盟改進新聞』以来の親しい友人。
54 漆間真学が，「零落を極めて浅草千束村の下宿屋」にいた当時，「君は脚気病に罹り銀座二丁目の秦氏宅
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に釣台に載せて担ぎ込んだ」と回想している（前掲，涙香会編『黒岩涙香』491頁）
55 前掲，漆間真学「侠気と熱心とで一貫」（涙香会編『黒岩涙香』）には，涙香の学生時代の話として直方
らが涙香を官吏にしようとしたところ，涙香は「官吏は嫌いだと駄々を捏ね」て応じなかかったという。
こうしたことがあって，「終いには金も出なくなり，全くの孤立状態になっていた」と漆間は書いている
（487～8頁）。
56 このとき，初めて使った「涙香小史」の筆名が涙香を名乗った最初である。「涙香」の由来は香
こうれんたい
奩体
（「香奩」は化粧道具を収める箱のことで，香奩体は女性の姿態や男女の恋愛感情を歌った艷麗な漢詩のス
タイルのこと）に使われる「紅涙香」だったと，漆間真学が記している（前掲，涙香会編『黒岩涙香』
781頁）
57 「札幌県」を選んだ理由は，兄四方之進の関係と思われる。四方之進は東京の開成学校在学中の1876年，
札幌農学校に入学し，クラークの教えを受けた。キリスト教徒として北海道新冠の御料牧場の牧場長を勤
めた。農学校２期生の内村鑑三との交流も深く，内村の『萬朝報』入社にも関与したとされ，涙香の生涯
に四方之進が与えた影響は少なくない。この点の解明は他日を期したい。なお，黒岩四方之進については，
前提，岡『偉人涙香』（143～154頁）参照。
